
1 
 

 

第５回人間文化研究機構日本研究国際賞受賞者 

受 賞 者   柴谷 方良  SHIBATANI Masayoshi  
現    職   ライス大学ディディ・マクマートリー人文学教授・言語学名誉教授 

Deedee McMurtry Chair Professor of Humanities  
and Professor of Linguistics Emeritus, Rice University 
神戸大学名誉教授 

生 年 月 日   1944 年 2 月 1 日 
 
 
授賞業績・授賞理由 

柴谷方良氏は、50 年余にわたり日本語学および一般言語学・言語学理論・アジア諸言語学に著しい貢献

を果たされてきた。その成果は日本語、英語の著作や編著に結実し、とりわけ日本語および日本列島諸語

領域の学術発展への国際的貢献は大なるものがあり、日本および海外の言語学界において最も際立った

研究者と見なされている。 

柴谷氏の研究は多岐にわたるが、使役構文や間接受動構文など日本語固有のものと考えられてきた現

象を一般言語学的普遍性の中に捉え返す精緻な分析は、その独創性と普遍性によって日本語研究、統語

論研究に大きな影響を与えた。 

さらに注目すべきは、柴谷氏が日本語に見られる興味深い現象を多くの著書・編著書、論文集によって

英語で発信し、議論が国際的に共有されることに努めたことであり、こうした学術的活動が継続的に行われ

た結果、日本語研究を牽引する国際的な研究グループが形成されたことである。 

このような柴谷氏の日本語研究領域の国際化に対する継続的な学術活動に加え、さらに特筆すべきは、

氏の研究領域が狭義の日本語の枠を超え、日本列島の諸語にまで及んでいることである（The Language 
of Japan,1990）。たとえば、理論的視座からの分析によるアイヌ語の詳細かつ包括的な議論の提示は国際

的な関心を呼び起こし、国際共同研究グループが形成されるに及んだ。その成果は、柴谷氏がシリーズ編集

主幹として携わり、2022 年 11 月に刊行された Handbook of the Ainu Language に見ることができる。 

かくの如き研究活動、学術活動に加え、柴谷氏は南カルフォルニア大学を経て、神戸大学、ライス大学、

大阪大学で教育に従事し、次世代の言語学者・日本語学者を育てた教育者でもある。現在、国際的学術誌

Handbooks of Japanese Language and Linguistics の編集主幹として、国内外の研究者ネットワークの

要石であり続けている。 

 
以上、柴谷方良氏は優れた研究成果のインパクト、関連領域の国際化への貢献、次世代の教育など、研

究業績、学術活動のいずれの面においても卓越した存在であり、選考委員会は氏を第５回受賞者として選

んだことを、ここに喜びとともに報告したい。 
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学歴・学位・職歴  
（学歴） 

1970 年 カリフォルニア大学（バークレー校） 卒業 
1973 年 カリフォルニア大学（バークレー校） 大学院 修了 

（学位） 
1970 年 カリフォルニア大学（バークレー校）B.A.  
1973 年 カリフォルニア大学（バークレー校）Ph.D. 

（職歴）  
1973 年 （米）南カリフォルニア大学 言語学部 Assistant Professor 就任  
1979 年 神戸大学教養部 助教授 就任  
1982 年 神戸大学文学部 助教授 就任  
1990 年 神戸大学文学部 教授   就任  
2002 年 （米）ライス大学 言語学部 Deedee McMurtry Chair Professor of Humanities  

and Professor of Linguistics 就任 
2003 年 神戸大学名誉教授  
2012 年−2018 年 国立国語研究所  客員教授 就任  
2015 年−2016 年 大阪大学文学研究科 招へい教授 就任  
2016 年−2017 年 大阪大学文学研究科 特任教授   就任  
2017 年−2018 年 大阪大学文学研究科 招へい教授 就任  
2018 年−2019 年 大阪大学文学研究科 特任教授   就任  
2021 年 （米）ライス大学名誉教授 
2023 年 国立国語研究所  客員教授 就任 

 
 
 
主要著書等 
（著書・編著書） 

1978 年 『日本語の分析—生成文法の方法』 柴谷方良 大修館書店 日本 
1989 年 『英語学大系６・英語学関連分野』 柴谷方良・大津由紀夫・津田葵 大修館書店 日本 
1990 年 The Languages of Japan. Masayoshi Shibatani, Cambridge University Press. 英国 
1995 年 Approaches to Language Typology. Masayoshi Shibatani and Thea Bynon (eds.) Oxford 

University Press. 英国 
2000 年 『日本語の文法１文の骨格』 仁田義雄・村木新二郎・柴谷方良・矢沢真人 岩波書店 日本  
2009 年 Syntactic Complexity, Diachrony, Acquisition, Neuro-cognition, Evolution. T. Givón and 

Masayoshi Shibatani (eds.), John Benjamins. オランダ 
2017 年 Handbook of Japanese Syntax. Masayoshi Shibatani, Shigeru Miyagawa, and Hisashi 

Noda (eds.), Mouton de Gruyter. ドイツ 
2019 年 Nominalization in Languages of the Americas. Roberto Zariquiey, Masayoshi Shibatani, 

and David Fleck (eds.), John Benjamins. オランダ 
2021 年 『体言化理論と言語分析』鄭聖汝・柴谷方良（編）, 大阪大学出版会. 日本 
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（学術論文） 
1977 年 Grammatical relations and surface cases. Masayoshi Shibatani, Language 53. 789-809. ア

メリカ  
1982 年 Japanese grammar and universal grammar. Masayoshi Shibatani, Lingua 57. 103-123. オ

ランダ  
1985 年 Passives and related constructions: A prototype analysis. Masayoshi Shibatani, Language 

61. 821-848. アメリカ 
1985 年 「主語プロトタイプ論」柴谷方良『日本語学』4:10. 4-16. 日本  
1986 年 「能格をめぐる諸問題」柴谷方良『言語研究』90. 75-96. 日本 
1988 年 Word Formation in a modular theory of grammar: Postsyntactic compounds in Japanese. 

Masayoshi Shibatani and Taro Kageyama, Language 64. 451-484.アメリカ 
1990 年 On Parametric Syntax. Masayoshi Shibatani. Studies in Generative Grammar No.1. 243-

270. 韓国 
1990 年 「主題と主語」 柴谷方良 『日本語と日本語教育』Vol. 12, 97-126. 日本 
1993 年 「認知語用論と統語論」 柴谷方良『英語青年』139: 5. 213-215. 日本 
1995 年 A. A. Xolodovic on Japanese passives. Masayoshi Shibatani. In D. Bennett et al. (eds.), 

Subject, Voice and Ergativity. SOAS, London. 7-19. 英国  
1997 年 「言語の機能と構造と類型」 柴谷方良『言語研究』112: 1-32. 日本 
2001 年 Dative subject constructions in South Asian languages. Masayoshi Shibatani and  Prashant 

Pardeshi. The Yearbook of South Asian Languages and Linguistics. New Delhi: Sage 
Publications. 311-348. インド 

2003 年 Directional verbs in Japanese. Masayoshi Shibatani. Motion, Direction and Location in 
Languages: A Volume Dedicated to Zygmunt Frajzyngier. In E. Shay and U. Siebert (eds.), 
John Benjamins. 259-286. オランダ 

2006 年 On the conceptual framework for voice phenomena. Masayoshi Shibatani, Linguistics 44-
2: 217-269. ドイツ 

2008 年 Relativization in Sasak and Sumbawa, Eastern Indonesia. Masayoshi Shibatani, Language 
and Linguistics 9.4: 865-916. 台湾 

2009 年 Nominalization in Soqotri, a South Arabian language of Yemen. Masayoshi Shibatani and 
Khaled Awad Bin Makhashen. In Leo Wetzel (ed.) Linguistics of Endangered Languages: 
Contributions to Morphology and Syntax. Leiden: Brill. 9-31. オランダ 

2013 年  Amami nominalizations. Masayoshi Shibatani and Hiromi Shigeno. International   
Journal of Okinawan Studies Vol 7. 107-139. 日本 

2016 年  The role of morphology in valency alternation phenomena. Masyoshi Shibatani. In 
Kageyama, T. & W. Jacobsen (eds.), Valency alternations: transitivity and beyond. Berlin: 
Walter Gruyter. 445-478. ドイツ 

2018 年 Nominalization. Masayoshi Shibatani. In Yoko Hasegawa (ed.), The Cambridge Handbook 
of Japanese Linguistics. Cambridge University Press. 431-462. 英国  

2018 年 Nominal-based nominalization. Masayoshi Shibatani and Sung-Yeo Chung. Japanese/Korean 
Linguistics. 25: 63-88. アメリカ 

2018 年 Non-canonical constructions in Japanese: A crosslinguistic perspective. Masayoshi Shibatani 
and Prashant Pardeshi. In Pardeshi, P and T. Kageyama (eds.), Handbook of Japanese 
Contrastive Linguistics. Berlin: De Gruyter Mouton. 57-108.ドイツ  
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2019年What is nominalization? Towards the theoretical foundation of nominalization. Masayoshi 
Shibatani. In Roberto Zariquiey, Masayoshi Shibatani, and David Fleck (eds.), 
Nominalization in Languages of the Americas. John Benjamins. 15-168. オランダ  

2020 年 「マラーテイー語の名詞修飾表現—体言化理論の観点からー」パルデシ・プラシャント・柴谷

方良. パルデシ・プラシャント・堀江薫（編）『日本語と世界の言語の名詞修飾表現』ひつじ書

房 413−445. 日本 
2020 年 German relative clauses in nominalization perspective. Masayoshi Shibatani. In   Hiroyuki 

Miyashita et al. (eds), Form, Struktur und Bedeutung. Tübingen: Stauffenburg Verlag. 209-
248. ドイツ 

2020 年 Japanese and the mainland dialects. Masayoshi Shibatani. In Martine Robbeets, et al. 
(eds.), Oxford Guide to Transeurasian Languages. Oxford University Press. 163-195. 英国  

2021 年 「連体修飾の文法 類別詞と文法性を中心に」柴谷方良. 鄭聖汝・柴谷方良（編）『体言化理論

と言語分析』大阪大学出版会 459-555.日本  
2021 年 Syntactic typology. Masayoshi Shibatani. Oxford Research Encyclopedia of Linguistics. 英

国 
 
 
受賞歴 

1989 年 金田一京助博士記念賞 (日本) 
2000 年 Fellow, Center for Advanced Study in the Behavioral Sciences, Stanford, California（アメ

リカ） 
2008 年 Distinguished Fellow, The Institute for Advanced Study, La Trobe University (オーストラ

リア)  
2009 年 Christensen Fellow, St. Catherine's College, Oxford University (英国) 
2021 年 Fellow, 東京大学 Humanities Center (日本)  
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